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パラ切り花の萎調に及ぼす温度と光の影響

字国 明・福嶋啓一郎・小出佳彦

婆約

パラ切り花を 5，15， 25， 35
0Cの温度と連続照明， 12時間照明-12時間暗黒，暗黒を組み合わ

せた環境下で生け花し，吸水量と蒸散撞を測定し，萎凋との関係を検討した.

l 温度が高いほど，同一視度では照明時聞が長いほど吸水量は多かったが，水分収支は吸水量を

蒸散量が上回り，早くマイナスになった.

2 水分収支がマイナスになった時点で，切り花重は減少に転じ，外観的な萎凋の症状が観察され

た.

以上の結果から，パラ切り花の早期の萎凋は股水と蒸散の水分収支の悪化によってたらされ，吸

水と蒸散は温度と光に影響され，水分収支をプラスに維持するには低蝿と暗期が重要であることが

判明した.

Effects of Temperature and Light and Dark Conditions 

on Wilting of Cut Rose 

Akira UDA， Keiichiro FUKUSHIMA and Yoshihiko Koy AMA 

Summary 

We investigated the wilting of cut rose flowers according to the aspects water uptake， 

transpirations and water ba1ance under various temperatures and light conditions. The flowers 
were he1d in water at 5， 15， 250r 35

0

C， with continuous 1ighting， alternating 12hr 1ight and 
dark periods， or continuous darkness. 
Much water uptake was observed under high ternperature and 1ighting conditions. But the 

flowers under these conditions showed the transpiration 10ss exceeded water uptake rapidly， 
so these flowers were acce1erated wilting. When water balance of the cut flowers was negative， 

the fresh weight of thern decreased and wilting syrnptorns started. 
We concluded that the initial wilting of cut roses was caused by deterioration of w，βter 

ba1ance and it was effective to rnaintain low ternperature and darkness conditions for irnprov-
ing water balance and delaying wilting of thern. 
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切り花の寿命についての研究は，植物生理の聞から者

化現象としてとらえたものと水分生理の面からとらえた

ものに大別される12) 前者は呼吸やエチレン等の消長に

ついての研究であり，後者は吸水や蒸散およびそのバラ

ンスについての研究である.

用阻害剤によりそれらを抑制し，品質保持期間を延長さ

せることができる 8.22) しかし，パラ切り花の特定の品

種ではエチレンにより開花が抑制され， STSの処理でそ

れらを防ぐことができたと報告1的されているが，一般

的にはエチレンに対する感受性は高くない 5.日}と考え

られている.

カーネーションやスイートピ一等の切り花はエチレン

に対する感受性が高く，花弁が萎凋や落花する紛が，

STS(チオスルファト銀錯塩溶液)などのエチレンの作

1994年8月31日受理

この報告の一部は園芸学会1992年秋季大会で発表した.

一方，パラ切り花で、は吸水および通導性の改善は他の

切り花より重要1のと考えられており，オランダでは現

在鮮度保持対策としてバクテリアによる導管閉塞の防止

が実施されている 1~ 14)筆者らも生け水，切り水中のバ

クテリアの数が品質保持期間に影響することを報告紛し

fこ.
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供試窓の環境

実験に供した輩は所定の温度に維持することができた.

しかし，室内の相対湿度はなりゆきとしたため祖度に反

比例し，温度が高くなるほど低下した.また，葉，花弁

からの蒸散に直接関係する水罰蒸発量(g/drrf.日)も

温度，棺対湿度に影響され， 5
0

C， 15
0

Cはほぼ同じで

少量であったが， 25
0

C， 35
0

Cでは急速に増加した(鴎

1). 

2 切り花の吸水晶蒸散量

切り花の葉面積drrf当たりの股水量と蒸散量は図 2，

3に示したように，温度に比例し，温度が高くなるほど

多くなった.さらに，室内の光条件にも影響され，間一

温度内では吸水量，蒸散量ともにL区が最も多く， D区

が最も少なく， L/D区は両者の中間であった.また，

吸水量と蒸散量には高い相闘があり，蒸散童が増加する

と吸水鷺も増加した(図4). 

'100 

果結しかし，パラ切り花の品質保持期間を低下させるー闘

である生け花初期の萎調は吸水だけでなく，葉や花弁か

らの蒸散の影響も考癒する必要がある.これら吸水と蒸

散およびそのバランスについての研究は少なし品質保

持期間との関係は明らかでない.そこで本報ではパラ坊

り花の萎掘について基礎的な知見を得る目的で，吸水と

蒸散に及ぼす温度と光の影響について検討したので報告

する.

材料及び方法

淡路農業技術センターの無加温アクリルハウスで栽培

されたノぜラの品種‘カーJレレッド'を開花ステージ 3--

4 (図8)で採花し，実験に用いた.温度処理は冷凍機

と電熱ヒーターを組み合わせて2差損を 5，15， 25， 35 oC 

に調節した 4rrfの室内で行った. 1湿度処理区には蛍

光灯により切り花上の照度が20001xで24時間の連続照

明区(以下L震と表示)， 12時間の照明と 12時間の暗期

を交互に繰り返す 12時陣頭明区(以下L/D区と表示)

および連続暗黒寵(以下D区と表示)の 3区を設けた.

5
0

Cの実験は 1991年 l1.F.19日， HioCはl1.F.14臼， 25 

OCは11.F.125日， 35
0

Cは11丹30臼に開始した.実験開

始直前に採花された切り花は茎長を 40cmに切りそろえ，

水濁水を400me入れた 700m/!のガラス容器に 1本づ、つ

いけ 1処理区に 5本を供試した.

調査は 5日聞にわたり，毎臼 11時に秤量法で切り花

吸水量，蒸散量を測定するとともに図8にもとづ、い

て開花ステージを観察した.実験終了時に生け水のバク

テリア (cfu/me)を細菌数測定鶴易培養基(第一化学薬

品)で計測するとともに，供試切り花の葉面積を緑葉面

積計(東京光電KK，GA-3型)により部定した.なお，

調査中の生け水の交換，補充は行わなかった.
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Fig.7 Stages in development of cut 
rose flowers held in water 
undercontinuous lightingモ，う，
alternating 12hr.light and dark 
periods (一寸， and <¥ontinuous 
darkness←ー-)in experimental 
temperature conditions. 
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Fig.6 % of fresh weight of cut rose 
flowers held in water under 
continuous lighting (-...) ， 
alternating 12hr.light and dark 
periods E--)， and continuous 
darkness←)  in experimental 
temperature conditions. 

Fig.5 Water balance of cut rose 
flowers held in water under 
continuous lighting (口)，
alternating 12hr light and dark 
periods (図)， and continuous 
darkness (鶴)in experimental 
temperature conditions. 
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Table.1 Effect of temperature and light conditions 
on number of bacteria (cfu/mP) after 5 days 
in vase water. A cut rose flower held in vase. 

Light conditions Z 

Temp. 
L/D L D 

5
0

C 1 0 2 ) 1 0 2 ) 1 0 2 ) 

15
0

C 1 03 1 0 3 1 04 

25
0

C 1 04 1 04 1 05 

35
0

C 1 0 7 1 0 7 1 07 

z L : Continuous lighting 
L/D : Alternatiog 12hr light and dark periods 
D : Continuous darkness 

3 水分収支

切り花の膨潤状態を表す吸水量から蒸散量を差し引い

た水分収支の値(g/dni・臼)を関5に示した. 5
0

Cで

は照明の有無にかかわらず調査した 58問の水分収支は

プラス(吸水量が蒸散最より多い)を維持した. 150Cで

はL区が5日目にマイナス(吸水量が蒸散量より少ない)

になったが， L/D区， D区はプラスを維持した. 25
0

C 

ではL区が最も平く 3日自に， L/D区， D区が 4臼目

にマイナスになった. 35
0CではL区が最も平く 2日目

に， L/D区， D区は 38告にマイナスになった. この

ように水分収支は高温ほど，同一温度では照明時間が長

いほど早くマイナスになった.

水分収支がマイナスになったときと切り花の萎謂(花

弁の萎調，葉の萎凋，ベントネック等の症状)とはよく

一致した. したがって，吸水量が多くても水分収支がマ

イナスになると萎凋の症状を示したが，吸水量が少なく

ても水分担支がフ。ラスであれば萎砲は認められなかった.

4 切り花重

切り花新鮮震の経日変化(生け花鵠始時の新鮮震に対

する%で表示)を図6に示した.切り花重の変化と水分

収支および萎凋はよく一致した.水分収支がプラスを維

持した 5
0

C匿では切り花霊も増加を続け，萎鴻の症状は

観察されなかった. 15
0

Cでは 58自に水分収支がマイ

3 4 5 6 

ナスになったL区のみ，その時点で切り花震は減少に転

じたが，プラスを維持した L/D区， DIZは増加を続け

た.25
0C区でもそれぞれ水分収支がマイナスになった

時点，すなわちL区は 3日目， L/D箆と D区は 4日自

に切り花重の減少が始まり萎凋の症状が認められた.同

様に 35
0C区で、も水分収支のマイナスと切り花重の変化

は一致し， L区は 2日自に， L/D区とD区は 3日患に

減少に転じた.

6 開花ステージ

開花ステージは 5
0

Cから 25
0

Cまでは高混ほど開花が

進み，低視では開花の進行は緩慢であったが， 35
0

Cで

は若いステージで早期に萎凋した.また，同一温震では

L区はL/D区， D区より早く水分収支がマイナスにな

ったため，開花ステージは若い段暗までしか進行しなか

った.

6 生11水のバクテリア

5臼閣の調査終了時の生け氷のバクテリア (cfu/mP)

は祖度に比例し，高温区ほど多くのバクテリアが検出さ

れ， 50C区では検出限界以下の 102
) ， 150Cでは 103，....，

104， 25
0

Cでは 104"""105， 35
0

Cでは 107であった.多

くのバクテリアが検出された高温区ほど吸水量は多かっ

た.また照明時陪とバクテリア数の関係は認められなか

っfこ.

考 察

パラ切り花の品質保持期間を早期に終了させる要因は

切り花の水分状態の悪化による，老化とは切り離して考

えるべき萎凋である幻.この萎漉防止には，界面活性剤

を処理亀田)して切口からの吸水を促進させる方法とバク

テリア 1~ 見広紘紛やその他の微生物 3 ， 27) による導管閉塞，

切口から分泌されるリグニン，タンニンなどのポリフェ

ノールによる切口封鎖15) および採花時の導管への錆抱

侵入7)などによる吸水組害を防止する方法が主に研究

されている.一方， Carpenterら2) は，ノイラ切り花では

葉を除去すると 78.5%，葉と花を除去すると 95%の吸

7 8 9 

slamens v isiblc 

Fig.8 Stages in development of rose flower. 
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水量が減少したことから，吸水には葉と花が重要な役割i

を果たしていると考えた.本実験の吸水と蒸散の関係を

表した図4でも再者には高い相関があり，切口からの吸

水と切り花内の水移動の原因は葉や花弁における蒸散で

あることを示している.

吸水震は温度に比例し，温度が高いほど大きかった

(図 2).しかし，吸水量と切り花の萎砲とは一致せず，

高温誌は吸水量が大きかったにもかかわらず早期に萎漉

した.さらに，同一温度ではL区はL/D区やD藍より

扱水量は多かったが早く萎砲した.これらのことから吸

水量が大きいことが必ずしも縮胞の膨潤を維持し，切り

花の萎凋を遅延させ，品質保持期鵠を延長させる要因で

はないと考えられた.

生け水のバクテリア数を計測したところ，高温ではバ

クテリア数が多くても吸水量も多く，バクテリア数が同

じでも照明の有無によって級水量が異なった.このこと

はバクテリアによる導管閉塞が吸水量の低下の主要国で

はないという deStigterの報告5)と一致した. さらに，

萎凋した切り花に市めるバクテリアによる導管閉塞の割

合は4%にすぎなかったという報告18) や， タンニンや

ペクチンなどの関鎖も期待されたようには起こらなかっ

たという報告1)からも，切口のバクテリア汚染は品質

保持期間を低下させる一因ではあるがすべてではな

い9.17) と考えられる. したがって，生け花中の切り花

の水分状態を改善するためには，吸水だけでなく，蒸散

および両者の収支について総合的に検討することが必要

である.すなわち，水分収支がマイナスになった特点が

形態的に萎凋が認められる時期と一致するため，萎躍を

遅延させるためには水分収支がマイナスになる時期を遅

延させることである.

坊り花の水分状態は気孔の開聞による蒸散機能が制御

されてはじめて良好に保たれる 6)気孔開閉には光の影

響が大きく，明期には気孔が隣いて蒸散が促され，暗期

には気孔が閉じて蒸散が抑えられ，明期に生じた萎凋が

回復する 1.21)本実験において暗期の蒸数量が少なく，

明期より長く水分収支をフ。ラスに維持できたのはこのよ

うな気孔による蒸散調節機能の結果であり，連続照明下

では明期に悪化した水分収支を回復する暗期がないため

水分収支が早期にマイナスになったと考えられる.なお，

本実験では 58閣の調査であったため， 50Cの全区と

15
0

Cの一部の区では萎凋を確認できなかった. 25
0

C， 

35
0

Cの高祖区と間様，照明時間が長い区は暗黒区より

早く萎凋したと考えられるが，この点についてはさらに

実験が必要である.

以上の結果から，パラ切り花の早期の萎凋は吸水と蒸

散の水分収支の悪化によってたらされ，吸水と蒸散は温

度と光に影響されるので，水分収支をプラスに維持する

には低温と暗期が重要であることが判明した.
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